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表現とコミュニケーション
―日本的特質と外国語教育―






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































依存することなく、話し手の伝達意図が聞き手に伝わるとされている。例えば、Can you pass me the salt!
という疑問文で、Please pass me the salt!という命令文での依頼ができる。しかし、文法的規則に従う
限りでは、疑問文は疑問を表す機能しか持てず、命令文での命令・依頼を意味することはできないばず
であるが、実際の言語使用の場面では、平叙文や疑問文で、命令文での命令・依頼を意味することがで
きるのである。それが、言語行為（speech act）と言われたり、あるいは含意（implicature）と言われ
―８２―
たりするものである。
（７）統語論（syntax）は、言語自体を対象に、言語構造を研究する領域であり、言い換えれば、文法構造
を研究するものである。そこでは、文法的に正しく、正確な表現が重要で、文字通りの意味で解釈でき
る字義的発話を分析するものである。
（８）語用論（pragmatics）は、言語と使用者の関係を対象に、言語使用場面における表現の適切性を研究
する領域で、重要なことは、あくまでも言語使用場面にとって適切な表現であって、文法的に正しく、
正確な表現ではないということである。従って、文字通りの意味では解釈できない非字義的発話を分析
することになる。
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